
ミニテスト解答 
 
1.訪問看護師における必要な態度 
問題 1 
解答＝4 
 
【解説】 
4：初めて訪問看護を受ける利用者やその家族は，プライベートな生活の様子を探られた
り，生活の状況を否定されたりすることに対し不安を抱えていることが多い．初めての訪
問では，ありのままの利用者と家族を受け入れることで，そういった不安を取り除けるよ
う心掛ける 
 
問題 2 
解答＝1 
 
【解説】 
ラポール形成のための方法には，以下のようなものがある 
・コミュニケーション…表情や態度，声，身振り手振りなどのしぐさ，言葉から発する情
報を相手から読み取り，相互に共有し理解しあうこと 
・ミラーリング…相手の姿勢や身振り，動作を合わせる方法．動作を相手と合わせること
によって親近感を与えることができる 
・マッチング…声のトーンやテンポ，ボリューム，リズムのほか，相手の思いや価値観，
明るさ，静けさなどに同調することで安心感を得ることができる 
・バックトラッキング…いわゆる「オウム返し」に近い．「そうなんですね．悲しいんです
ね」と相手の言葉を繰り返して伝えることで自分の思いや考え方を理解してくれたと感じ
る 
 
2.感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止に関する研修 
問題 1 
解答＝4 
 
【解説】 
1： 医療関連感染ではなく，市中感染という 
2： 汗を除くすべての湿性生体物質を感染の可能性のあるものとして対応する 
3： 感染源となりやすいのは，同居の家族と在宅医療に関わるスタッフである 



5： 標準予防策は，自身の感染だけでなく，利用者や医療従事者すべての人の感染対策も
目的としている 
 
問題 2 
解答＝5 
 
【解説】 
5：インフルエンザの感染経路は主に飛沫感染と接触感染である 
 
3.非常災害時の対応に関する研修 
問題 1 
解答＝2 
 
【解説】 
1：災害医療の原則は，最大多数の傷病者に最善の医療を行うことを目的としている 
3：災害による心理的影響として，防衛反応として精神のマヒを起こすことを，災害症候群
という 
4：防ぎ得た外傷死とは，適切な診療を行えば救命し得たにもかかわらず，それらを怠った
ために救命できなかった外傷死亡を指す × 
5：巨大地震の場合，早期から外傷と圧挫症候群が重症の多くを占める 
 
問題 2 
解答＝3 
 
【解説】 
1：災害時要支援者に，高齢者・障がい者・外国人・乳幼児・妊婦が含まれる 
2：災害時の基本体制は，自助と共助と公助である 
4：BCP の策定後は，訓練から改善点を見つけ，PDCA サイクルを回しながら改善する 
× 
5：医療的ケア児数は，2020 年までの 10 年間で約 2 倍に増加している 
 
4.業務継続計画に関する研修 
問題 1 
解答＝1 
 
【解説】 



2： BCPは，災害に向けて今のうちに行動することを示すものである 
3： BCPの目的は，事業を守ること，命を守ることである 
4： 感染症は，主に人への健康被害が大きい 
5： 自然災害は，過去事例等からある程度の影響想定が可能である 
 
問題 2 
解答＝5 
 
【解説】 
5：重要業務は，平常時と同様に継続すべきことでも規模や頻度を減らすことを検討する 
 
 
5．虐待防止等に関する研修 
問題 1 
解答＝3 
 
【解説】 
3：市町村や地域包括支援センターが中心となり，虐待防止や対応に取り組んでいる 
 
問題 2 
解答＝3 
 
【解説】 
1：自覚の有無にかかわらず，客観的に高齢者の権利が侵害されていると確認できる場合
は，虐待の疑いがあると考えて対応する 
2：個人情報保護法の例外規定により，高齢者本人の同意なく目的外に情報を取り扱うこ
とや，第三者に情報提供をすることは認められている 
4：虐待ではないかもしれない等迷わず，疑わしいと思えば相談する 
5.：虐待が起こっていないとしても，必要な医療的介入・経済的負担の軽減・養護者の精
神負担を和らげるなどの支援を行い，未然に虐待を防止することが大切である 


